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当院コロナ入院患者数（ 2020年3月から10月まで）

開院前
当初コロナは
想定しておらず

救急科管理の短期
入院患者を想定し
ER病棟として併
設

2020年3月
コロナ応需を前提
に運用変更

救命病棟をコロナ
確定及び疑似の初
療に使用する事で
対応

8月
流行時の対応を
前提に改修

冬に向けて同時
に複数症例に対
応すべく陰圧
切り替え工事

ER
設備の
改修

救急科
コロナ
業務

2022年
2月時点

１）ERでの疑似/陽性搬送への対応
２）院内急変時の緊急挿管への対応
３）ECMO実施例の転院調整及び同乗
４）重症ICU担当:麻酔･集中治療科とともに
５）ICU後/中等症 NHF患者の主担当:呼吸器・感染科と連携して
６）空港傍のホテル療養患者の支援、入院適応判断の助言（主に夜間）
７）県の臨時医療センターの支援、入院適応判断の助言（主に夜間）
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<疑似重症搬送の応需準備>

<ECMO予定の上り転院同乗>

国際医療福祉大学成田病院 救急科 COVID-19診療の振り返り


